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「
教
育
と

は
、
学
校
で
習

っ
た
こ
と
を
す

べ
て
忘
れ
た
後

に
残
っ
て
い
る

と
こ
ろ
の
も
の

で
あ
る
」
こ
れ

は
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

学
生
は
大
学
で
多
く
の
知
識

を
学
ぶ
が
、
こ
れ
ら
は
長
い

年
月
の
間
に
ほ
と
ん
ど
忘
れ

去
ら
れ
て
し
ま
う
▼
し
か
し

一
度
脳
に
入
っ
た
情
報
は
、

完
全
に
無
に
帰
し
て
し
ま
う

も
の
で
は
な
く
、
意
識
さ
れ

な
い
脳
の
基
盤
に
深
く
蓄
積

さ
れ
、
相
互
に
結
び
つ
い
て

「
人
生
の
智
慧
」
と
な
る
。

す
べ
て
が
忘
れ
去
ら
れ
た
後

に
、
な
お
残
っ
て
い
る
こ
の

智
慧
こ
そ
、
教
育
の
真
の
成

果
で
あ
ろ
う
▼
人
間
は
智
慧

の
力
で
も
っ
て
、
思
考
を
飛

躍
さ
せ
新
し
い
も
の
を
創
造

し
て
い
く
。
智
慧
を
豊
か
に

す
る
こ
と
は
、
人
間
本
性
か

ら
の
欲
求
で
あ
り
、
本
来
深

い
喜
び
を
伴
う
も
の
で
あ

る
。
学
校
教
育
も
知
識
の
詰

め
込
み
で
は
な
く
、
豊
か
な

智
慧
の
創
造
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
っ
て
考
え
直
し
て
み

る
必
要
が
あ
ろ
う
▼
さ
ら
に

智
慧
を
身
に
つ
け
る
と
い
う

作
業
は
、
学
校
教
育
に
限
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
社
会

に
出
て
か
ら
も
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
て
自
己
鍛
錬

す
る
こ
と
が
、
智
慧
を
広
め

深
め
る
こ
と
に
繋
が
る
。
そ

の
意
味
で
わ
れ
わ
れ
の
人
生

は
、
ま
こ
と
に
「
一
生
勉

強
」
な
の
で
あ
る
。

（
中
井

暉
久
）
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「世論」には二通りの読み方がある。「よ
ろん」と「せろん」だ。もともと「よろ
ん」のほうは「輿論」と表記されていた
が、戦後間もなく当用漢字表が公布されて
から、「輿」の字の書き換えとして「世」が
使われるようになったという。ところがＮ
ＨＫの標準発音を示した『新用字用語辞
典』では、実は「世論」の読みとしては「よ
ろん」のみが記載されている。また、ウォ
ルター・リップマンの名著『世論』も岩波
文庫では「よろん」とふりがなが振られて
いる。後からついた読み方にもかかわら
ず、「世論」の読みとして「よろん」が好ま

れる理由のひとつには、
「せろん」のほうには世
間の風評といったややマ
イナスの意味も含むこと
があるためだろう。「世論
に惑わされる」などの表
現では「せろん」と読
む。

この伝でゆけば、イン
ターネットには無責任な

うわさ話やデマ、誹謗・中傷があふれてい
るというイメージは、「インターネットでは
『せろん』が横行しているだけだ」という
ことになるだろう。しかし、こうしたマイ
ナス評価一辺倒でもない。

７月はじめに電通の消費者研究所がおこ
なった、今年上半期の話題・注目商品のア
ンケートで１位になったのは「ブログ」。ブ
ログというのは、設置・更新・相互コメン
トが簡単に行えるウェブページである。よ
く「日記用」と言われるが、用途は限られ
ない。ただし『枕草子』や『徒然草』以来
の長い伝統に基づくためか(?)、日本で
は、身辺雑事から時事論評までを日記風に
したためて更新してゆく人が多いのは事実
だ。一方、アメリカなどでは同じツール
が、政治討論や技術評論、マスコミ批評な
どに積極的に使われており、大統領選挙で
も一定の役割を担ったとして注目された。
こうした動きを評して、かつてユルゲン・
ハーバマスが『公共性の構造転換』で展開
した、近世ヨーロッパの市民的世論形成の
場としての「公共圏」という概念をなぞら

えて「ブログ圏」という表現も出てきてい
る。さしずめ「インターネットでこそ『よ
ろん』が形成されうる」といったところ
か。

ブログの力に注目するゼミ生が確認した
ところ、９月に行われた総選挙では、日本
でもブログをまとめる結節点となるサイト
によって、選挙に関する書き込みの動向が
集約され、さまざまな統計情報が呈示され
ていた。ブログは相互リンクができるとい
うが、ただその機能があるだけではぐんぐ
んネットワークが拡がるというほどでもな
い。やはりそういう結節点となるサイトが
あると断然ネットワーク力が増す。こうな
ってくると「ブログ圏」という表現にも実
感がわいてくる。

このように、インターネットという場で
は「せろん」も「よろん」も形成されてい
るようだ。その意味で、まさに「インター
ネットは世論形成の場」というのはなかな
か言い得て妙な文字表記ということにな
る。さて、どう読んだらいいのかな。

（総合情報学部助教授）

喜多 千草
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全国各地で
地方教育懇談会

開催

新
し
く
大
学
の
役
職
者
が
決
ま
り
、
十
月
一
日
付
で
次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
た
。

▼
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

経
済
学
部

教
授

北
川

勝
彦

▼
経
済
・
政
治
研
究
所
長

経
済
学
部

教
授

橋
本

昭
一

▼
経
済
学
部

学
部
長
代
理

教
授

良
永

康
平

教
学
主
任

助
教
授

北
原

聡

助
教
授

菅
田

一

入
試
主
任

教
授

谷
田

則
幸

学
生
主
任

助
教
授

前
川

聡
子

学
部
学
生
相
談
主
事

教
授

浜
野

潔

▼
商
学
部

学
部
長
代
理

教
授

安
部

誠
治

教
学
主
任

教
授

�
屋

定
美

助
教
授

川
上

智
子

入
試
主
任

教
授

中
嶌

道
靖

学
生
主
任

助
教
授

徳
永

昌
弘

学
部
学
生
相
談
主
事

教
授

水
野

一
郎

▼
外
国
語
教
育
研
究
機
構

機
構
主
任

教
授

Ａ
�
Ｓ
�
ギ
ブ
ズ

▼
大
学
院

文
学
研
究
科
長

教
授

中
谷

伸
生

同
代
理

教
授

山
本

卓

経
済
学
研
究
科
長
代
理

教
授

小
池

渺

総
合
情
報
学
研
究
科
長

教
授

山
口

節
郎

同
代
理

教
授

木
谷

晋
市

外
国
語
教
育
学
研
究
科
長

教
授

竹
内

理

同
代
理

教
授

菊
地

敦
子

▽
法
務
研
究
科

研
究
科
長

教
授

山
中

敬
一

同
代
理

教
授

今
西

康
人

教
学
主
任

教
授

木
下

智
史

教
授

大
和

正
史

入
試
主
任

教
授

村
田

尚
紀

学
生
相
談
主
事

教
授

久
保

宏
之

ベトナム国家大学ハノイ

本
学
の
新
し
い
国
際
交
流
に

関
す
る
構
想
「
国
際
交
流
の
新

た
な
展
開
―G
lobalizin

g
K
an
dai

を
め
ざ
し
て
―
」

（
以
下
、「
Ｇ
Ｋ
構
想
」
と
い

う
）
に
つ
い
て
は
、
本
紙
第
三

百
二
十
七
号
（
平
成
十
七
年
六

月
十
六
日
発
行
）
に
て
紹
介
し

た
が
、
こ
の
Ｇ
Ｋ
構
想
の
具
体

的
な
内
容
と
し
て
、
五
年
以
内

に
学
生
交
換
交
流
を
行
う
協
定

大
学
を
五
十
校
に
拡
大
す
る
、

が
あ
る
。

こ
の
方
針
に
従
っ
て
、
今
年

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
静

宜
大
学
（
台
湾
）、
東
亞
大
学

（
韓
国
）、
モ
レ
ロ
ス
州
立
自
治

大
学
（
メ
キ
シ
コ
）、
お
よ
び
嶺

南
大
学
（
韓
国
）
の
四
校
と
学

生
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。
同

時
に
さ
っ
そ
く
、
来
春
本
学
か

ら
各
大
学
へ
交
換
派
遣
す
る
留

学
生
を
募
集
し
、
選
考
試
験
を

実
施
し
た
結
果
、
新
規
四
校
と

も
派
遣
留
学
候
補
生
が
決
定
し

た
。

彼
ら
は
、
本
学
か
ら
の
第
一

期
留
学
生
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
本
学
の
交
換
留
学
制
度
の

強
み
は
、
協
定
大
学
の
数
こ
そ

ま
だ
少
な
い
も
の
の
実
質
的
な

交
流
が
脈
々
と
続
い
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
静
宜
大
学
と

は
、
人
の
交
流
だ
け
で
な
く
、

今
年
度
は
、
本
学
総
合
図
書
館

の
図
書
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
よ

り
、
友
好
的
な
関
係
を
築
き
、

学
術
交
流
を
促
進
す
る
。

ま
た
、
こ
の
た
び
、
交
渉
を

続
け
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
の
ベ
ト

ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
と
の
間

に
基
本
協
定
を
締
結
す
る
運
び

に
な
っ
た
。
本
学
に
と
っ
て
、

二
十
三
番
目
の
協
定
大
学
と
な

る
。同

大
学
は
、一
九
九
三
年
、ハ

ノ
イ
に
お
い
て
著
名
な
大
学
で

あ
るH

an
oi
U
n
iversi�

ty
of
Science

やU
n
i�

versity
of
S
ocial

S
ciences

and
H
um
an�

ities,
F
oreign

L
an�

guage
T
each
ers'

T
rain
ing
C
ollege

な
ど

を
再
構
成
し
て
作
ら
れ
た
大
学

で
あ
る
。
学
部
学
生
一
万
六
千

八
百
十
一
人
、
大
学
院
生
二
千

九
百
九
十
人
、
教
員
千
四
百
八

十
四
人
を
擁
し
て
い
る
。

同
大
学
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ト

ッ
プ
大
学
だ
が
、
特
徴
的
な
の

は
、首
相
が
管
轄
す
る
大
学
（
首

相
が
学
長
を
任
命
す
る
）
で
、

学
生
と
教
員
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国

家
大
学
の
下
に
あ
る
カ
レ
ッ
ジ

や
学
部
、
大
学
院
に
所
属
し
て

お
り
、
実
質
的
な
教
育
研
究

は
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

現
在
、
エ
ク
ア
ド
ル
や
香
港

に
あ
る
大
学
と
の
協
定
締
結
に

向
け
て
の
交
渉
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
世
界
各
地
に
協

定
大
学
を
増
や
す
べ
く
、
地
域

別
に
候
補
大
学
の
選
定
作
業
を

行
い
、
二
〇
〇
九
年
に
は
目
標

の
五
十
校
を
め
ざ
す
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

神
奈
川
県
出
身
。
東

京
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
に

留
学
し
て
、
マ
ッ
チ
ン

グ
理
論
を
研
究
し
、
博
士
号
取
得
。
香
港
科
技

大
学
助
教
授
を
経
て
本
学
着
任
。
専
攻
は
労
働

経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
。

助
教
授

野
坂

博
南

本
紙
『
関
西
大
学
通
信
』
の

編
集
お
よ
び
発
行
を
担
っ
て
い

る
関
西
大
学
広
報
委
員
会
が
、

本
年
十
月
一
日
付
で
改
組
さ

れ
、
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
改
組
の
主
た
る
目
的

は
、
関
西
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
運
営
を
所
管
す
る
関
西
大
学

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
報
委
員
会

を
、
広
報
委
員
会
に
統
合
す
る

と
と
も
に
、
構
成
人
数
を
削
減

し
、
よ
り
機
動
的
な
委
員
会
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
機

に
、
従
来
に
も
増
し
て
メ
デ
ィ

ア
ミ
ッ
ク
ス
（
効
果
的
な
広
報

媒
体
の
組
み
合
わ
せ
）
を
意
識

し
な
が
ら
、
適
時
か
つ
適
切
な

諸
情
報
の
発
信
を
期
す
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
新
メ
ン
バ
ー
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

（
委
員
長
）
総
合
情
報
学
部

教
授
・
堀

雅
洋
、（
副
委
員

長
）
文
学
部
助
教
授
・
伏
見
英

俊
、（
委
員
）
法
学
部
助
教
授
・

中
野
徹
也
、
経
済
学
部
助
教
授

・
本
西
泰
三
、
商
学
部
教
授
・

廣
田
俊
郎
、
社
会
学
部
教
授
・

齊
藤
了
文
、
工
学
部
教
授
・
中

井
暉
久
、
外
国
語
教
育
研
究
機

構
助
教
授
・
靜

哲
人
、
総
合

情
報
学
部
教
授
・
広
兼
道
幸
、

外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授
・

菊
地
敦
子
、
工
学
部
助
教
授
・

安
田

陽
、
大
学
事
務
局
次
長

・
岡
田
弘
行
、
学
生
セ
ン
タ
ー

次
長
・
五
藤
勝
三
、
広
報
課
長

・
藤
本
清
高

本
学
で
は
、
授
業
改
善
に
む

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
的
な
試

み
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
一

つ
が
、
今
年
度
か
ら
実
験
的
に

行
っ
て
い
る
「
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
を

活
用
し
た
授
業
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
従
来
か
ら
Ｔ
Ａ
等
の
配

置
さ
れ
て
い
る
実
験
・
実
習
科

目
以
外
の
三
十
六
授
業
科
目
に

Ｔ
Ａ
を
配
置
し
て
、
そ
の
教
育

効
果
を
検
証
す
る
目
的
で
実
施

し
て
い
る
。

第
九
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
こ
の
試
み
に
協
力
し
て
い

る
授
業
担
当
者
、
Ｔ
Ａ
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
迎
え
、
フ
ロ
ア
側
の

受
講
学
生
や
参
加
者
も
交
え

て
、
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
多
く
の
教
員
や
学
生
の

参
加
お
よ
び
授
業
改
善
に
つ
な

が
る
活
発
な
討
議
を
期
待
し
た

い
。

日
時
十
月
十
九
日
（
水
）
十
五

時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

場
所
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文

館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ

大
教
室
お
よ
び
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
大
学
院
棟
Ｔ
Ｄ
１０６
（
同
時
中

継
）も

う
一
つ
の
試
み
は
、
十
一

月
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
二

週
間
、
教
員
の
協
力
の
も
と
、

全
学
的
に
実
施
す
る
公
開
授
業

週
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
授
業

を
公
開
し
、
教
員
や
学
生
な
ど

に
見
学
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
多
様
な
角
度
か
ら
授
業

を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
改
善

し
て
い
く
雰
囲
気
を
大
学
内
に

醸
成
す
る
目
的
で
行
う
も
の
で

あ
る
。

な
お
、
公
開
授
業
科
目
名
や

日
時
、
場
所
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
ポ
ス
タ
ー
等
に
て
案
内
す
る

予
定
で
あ
る
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
Ｆ

Ｄ
部
門
・
授
業
評
価
部
門
委
員

長

久
保
田
賢
一
）

●
「
関
西
大
学
先
端
科
学
技
術

推
進
機
構
規
程
」
を
一
部
改
正

研
究
部
門
の
再
編
成
に
伴

い
、
標
記
規
程
を
一
部
改
正
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
研
究
部
門

は
�
「
新
物
質
・
機
能
素
子
・

生
産
技
術
」、
�
「
情
報
・
通
信

・
電
子
」、
�
「
生
命
・
人
間
・

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」、
	
「
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
」
と
な

る
。
施
行
期
日
は
平
成
十
七
年

六
月
二
十
八
日
。

●
「
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
規

程
」
を
一
部
改
正

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
大
学

執
行
部
の
連
携
を
よ
り
密
に
す

る
た
め
に
、
標
記
規
程
を
一
部

改
正
し
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

所
長
お
よ
び
所
長
代
理
の
選
出

方
法
を
変
更
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
学
長
が
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
所
長
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な

り
、
任
期
も
学
長
の
任
期
に
あ

わ
せ
三
年
に
変
更
す
る
。
施
行

期
日
は
平
成
十
七
年
十
月
一

日
。

●
伊
丹
市
・
寝
屋
川
市
教
育
委

員
会
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結

本
学
と
両
市
の
教
育
の
充
実

と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。
こ
の
協
定
締
結
に
よ

り
、
両
市
の
小
・
中
学
校
等
で

の
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
連
携
事
業
が
可
能
に
な
る
。

●
第
２
回
関
西
四
大
学
学
長
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

十
一
月
十
三
日
十
三
時
か
ら

東
京
の
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋

ホ
ー
ル
に
て
「
関
西
四
大
学
学

長
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
。
こ
れ
は
、
関
西
の
四
私
立

大
学
（
関
西
大
学
、
関
西
学
院

大
学
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館

大
学
）
が
主
催
す
る
も
の
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
二
回
目
と
な

る
。
今
年
は
、「
二
十
一
世
紀
の

日
本
に
求
め
ら
れ
る
人
材
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
す
る
。
詳
細
は

本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
て
掲

載
す
る
予
定
。

●
復
旦
大
学
創
立
百
周
年
記
念

式
典
に
学
長
が
出
席

本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
て
い
る
中
国
・
復
旦
大
学

が
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
九
月
二
十
二
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
復
旦
大
学
に
お
い

て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
本
学

か
ら
河
田
悌
一
学
長
が
出
席
し

た
。

文
学
部
で
は
、
社
会
連
携
の

推
進
を
学
部
運
営
の
目
標
に
掲

げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

八
月
二
十
四
日
に
は
、
財
団

法
人
吹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
団
と
文
学
部
身
体
運
動
文

化
専
修
と
の
間
で
、
連
携
協
力

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。

今
後
、
同
専
修
は
、「
吹
田
万
博

国
際
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
」
を

は
じ
め
事
業
団
が
行
う
各
種
事

業
に
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

両
者
は
協
力
し
て
、
身
体
運
動

文
化
、
健
康
福
祉
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
文
化
の
振
興
・
調
査
・
研

究
な
ど
の
活
動
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

ま
た
、
秋
学
期
か
ら
は
、
大

阪
府
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得

て
、
文
学
部
連
携
講
座
「
教
職

の
実
際
」（
担
当
教
員
・
山
住
勝
広

教
授
）
が
始
ま
る
。

本
学
と
府
教
委
が
締
結
し
た

連
携
協
定
に
従
い
、
指
導
主
事

や
小
中
高
の
学
校
長
な
ど
八
人

が
講
師
に
な
っ
て
リ
レ
ー
方
式

で
展
開
す
る
授
業
で
、
教
育
現

場
や
教
育
行
政
が
直
面
す
る
実

際
の
課
題
を
教
授
す
る
特
色
あ

る
内
容
が
期
待
さ
れ
る
。

教
職
を
希
望
す
る
学
生
に

は
、
興
味
深
い
実
践
的
授
業
と

な
る
だ
ろ
う
。

（
文
学
部
）

関
西
大
学
と
関
西
大
学
教
育

後
援
会
で
は
、
本
年
度
も
地
方

教
育
懇
談
会
を
開
催
し
、
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

開
催
日
・
開
催
地
・
出
席
者

数
は
次
の
と
お
り
。

７
月
３１
日
（
日
）
新
潟
市

２５

８
月
５
日
（
金
）
東
京
都

６０

８
月
７
日
（
日
）
名
古
屋
市
１５９

〃

鹿
児
島
市
３９

８
月
９
日
（
火
）
熊
本
市

３５

８
月
２６
日
（
金
）
米
子
市

４４

〃

徳
島
市

７９

８
月
２８
日
（
日
）
岡
山
市

１８１

〃

松
山
市

１３４

９
月
２
日
（
金
）
佐
賀
市

４８

〃

福
井
市

５８

９
月
４
日
（
日
）
山
口
市

８７

〃

富
山
市

８１

９
月
１１
日
（
日
）
札
幌
市

１８

な
お
、
１１
月
２６
日
（
土
）
に

奈
良
市
で
教
育
懇
談
会
を
開
催

す
る
。

（
教
育
後
援
会
）

新新役役職職者者決決ままるる

�

�

�

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

広
報
委
員
会
、よ
り
機
動
的
に

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

公
開
授
業
週
間
の
開
催

新
任
教
員
紹
介

経
済
学
部

連携協力して活動

吹田市健康づくり
推進事業団と

海海
外外
５５
大大
学学
とと
ああ
らら
たた
にに
協協
定定
締締
結結

文
学
部
が
協
力
覚
書
締
結

派
遣
留
学
生
も
決
定

０９
年
に
は

目
標
の
５０
校
め
ざ
す

（２）平成１７年（２００５年）１０月１３日第 ３２９ 号
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春学期卒業式
秋学期入学式を挙行

総合情報学部

飛
鳥
文
化
研
究
所

電
気
保
安
功
労
者

経
済
産
業
大
臣
表

彰
を
受
賞

平
成
十
七
年
度
文
部
科
学
省

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」
に
本

学
の
取
り
組
み
「
人
間
性
と
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
促
す
学
校In

tern
ship

―
小
中
高
大
連
携

が
支
え
る
実
践
型
学
外
教
育
の

大
規
模
展
開
」
が
採
択
さ
れ

た
。
特
色
Ｇ
Ｐ
は
、
世
界
的
研

究
拠
点
を
選
ぶ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
一
年

遅
れ
て
、
教
育
面
で
の
工
夫
改

善
の
努
力
を
評
価
す
る
制
度
と

し
て
平
成
十
五
年
度
に
開
始
さ

れ
た
。
本
学
が
特
色
Ｇ
Ｐ
に
採

択
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て

で
あ
る
。
今
回
は
、
全
国
の
大

学
・
短
大
等
か
ら
五
つ
の
テ
ー

マ
に
四
百
十
件
の
申
請
が
あ

り
、
四
十
七
件
が
採
択
。
本
学

が
申
請
し
た
「
主
と
し
て
教
育

課
程
の
工
夫
改
善
に
関
す
る
テ

ー
マ
」
で
は
、
百
二
十
九
件
の

申
請
に
対
し
て
十
五
件
が
採
択

さ
れ
た
。

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

平
成
十
五
年
度
か
ら
文
学
部
が

試
行
的
に
実
施
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
全
学
の
高
大
連
携
事
業

に
移
管
し
た
。
当
初
は
教
職
志

望
者
へ
の
就
業
体
験
の
機
会
の

提
供
を
目
的
と
し
た
が
、
実
際

に
学
校
現
場
で
体
験
を
積
ん
だ

学
生
の
人
間
的
成
長
は
め
ざ
ま

し
か
っ
た
。
学
生
は
、
自
分
よ

り
年
下
の
、
自
分
の
助
け
を
必

要
と
す
る
者
に
接
し
て
年
長
者

と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
て
大

学
に
帰
っ
て
く
る
。
こ
の
教
育

効
果
に
着
目
し
て
、
今
回
、
高

大
連
携
運
営
委
員
長
が
取
り
組

み
担
当
者
と
な
り
、
全
学
規
模

の
取
り
組
み
と
し
て
特
色
Ｇ
Ｐ

に
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
�
学
生
の
人
間
的
成

長
を
促
す
広
い
意
味
で
の
教
養

教
育
、
�
少
子
化
と
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
か
ら
失
わ
れ

が
ち
な
若
い
世
代
同
士
が
ふ
れ

あ
う
場
を
切
り
拓
く
試
み
、
�

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か
だ
け

で
は
達
成
で
き
な
い
実
践
型
学

外
教
育
の
効
果
、
�
大
学
と
高

校
・
小
中
学
校
等
が
若
い
世
代

を
育
て
る
と
い
う
使
命
を
共
有

し
つ
つ
綿
密
な
連
携
関
係
を
構

築
、
�
学
生
に
よ
る
若
い
力
を

活
か
し
た
地
域
連
携
等
、
本
取

り
組
み
が
も
つ
大
学
教
育
の
新

た
な
可
能
性
と
、
三
百
人
規
模

の
学
生
を
手
厚
い
ケ
ア
を
施
し

な
が
ら
学
校
現
場
に
送
り
出
し

て
い
る
実
績
に
対
し
て
、
高
い

評
価
を
得
た
。

今
後
は
い
っ
そ
う
多
く
の
学

生
に
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
と
と
も

に
、
こ
の
採
択
を
受
け
、
さ
ら

に
本
取
り
組
み
の
質
を
確
保

し
、
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
学
長
補
佐
・
高
大
連
携
運
営

委
員
長

品
川

哲
彦
）

大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究

科
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
学
び
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
英
語
教

員
養
成
―
現
職
教
員
・
大
学
院

生
・
地
域
の
学
校
を
巻
き
込
ん

だ
連
環
型
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
展
開
―
」
が
、
文
部
科
学

省
が
公
募
し
た
競
争
的
資
金
で

あ
る
「
大
学
・
大
学
院
に
お
け

る
教
員
養
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
）」
に
採
択
さ

れ
た
。「
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
」
に

は
、
全
国
の
大
学
（
大
学
院
を

含
む
）
・
短
大
等
か
ら
百
一
件

の
応
募
が
あ
り
、三
十
四
件
（
教

育
学
部
、
教
育
大
学
系
が
多
数

を
占
め
る
）
が
採
択
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
で
外
国
語
教
育
関

係
で
は
唯
一
、
本
学
の
外
国
語

教
育
学
研
究
科
か
ら
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。「
英
語

指
導
力
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
に
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な

競
争
的
資
金
を
獲
得
で
き
た
こ

と
は
、
開
設
四
年
目
の
研
究
科

に
と
っ
て
は
、
望
外
の
喜
び
で

あ
り
、
安
堵
の
気
持
ち
を
感
じ

る
と
同
時
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

１

「
大
学
院
に
学
ぶ
現
職
教

員
」「
学
部
卒
間
も
な
い
大
学

院
生
」
「
地
域
の
学
校
教

員
」
の
三
者
が
、「
研
究
科
教

員
」
の
指
導
の
も
と
、
英
語

教
育
に
関
わ
る
特
定
の
問
題

を
解
決
し
て
い
く
過
程
を
通

し
て
、
教
員
と
し
て
の
資
質

を
高
め
て
い
く
よ
う
計
画
さ

れ
て
お
り
、

２

こ
の
過
程
を
促
進
す
る
た

め
に
、
大
学
内
に
「
連
環
型

英
語
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
を
設
置
し
、
英
語

教
員
養
成
と
地
域
貢
献
に
積

極
的
に
参
画
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
複
数

年
度
に
わ
た
る
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
事
業
で
あ
り
、
地
域
の
学

校
、
教
育
委
員
会
、
連
携
学

校
、
教
育
産
業
も
巻
き
込
ん
だ

「
協
働
の
場
」
に
お
け
る
、
実

践
型
英
語
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ひ
な
形
を
提
供
す
る
も
の

と
し
て
、
高
い
期
待
感
を
も
っ

て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
効
果
は
、
研
究

科
に
お
け
る
教
員
養
成
や
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
部
レ
ベ
ル
に
も
及
ぶ
こ
と
が

要
求
さ
れ
て
い
る
。
高
い
期
待

感
と
要
求
に
応
え
る
よ
う
、
研

究
科
が
一
丸
と
な
り
、
全
力
を

あ
げ
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
外
国
語
教
育
学
研
究
科
長

齋
藤

栄
二
）

学校インターンシップに参加し、授業指導の補助を行う学生

本
事
業
は
、
文
部
科
学
省
が

公
募
し
た
競
争
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
で
あ
る
。
将
来
、
指

導
的
な
立
場
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
中
学
・
高
等
学
校
の

英
語
教
員
を
対
象
に
、
授
業
研

究
、
教
材
開
発
、
教
室
英
語
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
、
そ
の
教
師
力
の
向
上
を
図

り
、
さ
ら
に
合
宿
研
修
を
行
う

こ
と
で
、
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
高
め
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
い
る
。
今
回
、
十
四

大
学
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募

し
、
う
ち
三
大
学
の
み
が
採
択

さ
れ
た
。
西
日
本
で
は
、
本
学

の
大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究

科
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
唯
一
の

採
択
と
な
っ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次
の

三
つ
の
フ
ェ
イ
ズ
か
ら
成
り
、

指
導
力
・
英
語
運
用
能
力
・
教

材
作
成
力
の
開
発
を
三
本
の
柱

と
し
て
、
総
合
的
な
「
英
語
指

導
力
」
の
開
発
を
め
ざ
し
て
い

る
。第

一
フ
ェ

イ
ズ
は
、
八

月
二
十
二
日

か
ら
二
十
七

日
の
六
日

間
、
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
合
宿

研
修
と
し
て

実
施
さ
れ
、

�
英
語
授
業

の
達
人
に
迫

る
指
導
力
、

�
英
語
ネ
イ

テ
ィ
ブ
に
近

づ
く
運
用

力
、
�
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
デ
ジ
タ
ル
教
材
作
成
能
力
の

開
発
に
焦
点
を
絞
り
、
各
講
座

が
提
供
さ
れ
た
。
参
加
者
は
大

阪
、
兵
庫
、
岡
山
の
各
県
か
ら

の
合
計
十
一
人
で
あ
っ
た
。

第
二
フ
ェ
イ
ズ
の
内
容
は
、

指
導
・
学
習
の
方
法
論
と
ア
ク

シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
を
中
心
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
大

阪
、
兵
庫
、
京
都
、
奈
良
、
岡

山
、
鳥
取
か
ら
四
十
二
人
も
の

参
加
者
を
迎
え
て
九
月
二
十
五

日
か
ら
計
六
回
の
講
座
が
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。第

三
フ
ェ
イ
ズ
は
、
来
年
一

月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
の

五
日
間
の
集
中
合
宿
研
修
で
、

優
秀
な
授
業
実
践
者
に
与
え
ら

れ
る
パ
ー
マ
ー
賞
受
賞
者
を
は

じ
め
と
し
た
小
中
高
の
英
語
達

人
教
員
を
講
師
と
し
て
招
き
、

将
来
の
教
員
研
修
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
参
加
者
と
一
緒
に
議

論
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
、
参
加
者
の
英
語
指
導
力

が
高
め
ら
れ
、
将
来
的
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
各
自
治
体
に

お
け
る
英
語
教
員
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
教
員
採
用
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
、
担
当
者
一
同
、
心

か
ら
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
外
国
語
教
育
学
研
究
科
長

齋
藤

栄
二
）

第１フェイズの講義を熱心に聴く参加者

工
学
部
第
六
実
験
棟
の
竣
工

式
が
、
九
月
十
三
日
に
挙
行
さ

れ
、
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
河

田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
大
学

お
よ
び
工
事
関
係
者
の
ほ
か
来

賓
を
含
め
約
百
人
が
出
席
し
、

建
物
の
完
成
を
祝
っ
た
。

こ
の
建
物
は
、
経
年
劣
化
し

た
工
学
部
土
木
工
学
・
建
築
学

実
験
場
お
よ
び
機
械
実
習
工
場

を
取
り
壊
し
、
そ
の
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
地
上
四

階
、
延
床
面
積
約
三
千
三
百
平

方
�
を
有
し
て
お
り
、
主
に
一

階
に
は
都
市
環
境
工
学
科
お
よ

び
建
築
学
科
の
実
験
・
実
習

場
、
二
階
に
は
建
築
学
科
準
備

室
、
共
用
室
、
女
子
更
衣
室
、

三
階
に
は
機
械
実
習
工
場
、
都

市
環
境
工
学
科
実
験
・
実
習

場
、
男
子
更
衣
室
、
四
階
に
は

二
十
二
の
個
人
研
究
室
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
六
実
験
棟
の
完
成
に

よ
り
、
実
験
・
実
習
の
た
め
の

狭
隘
な
ス
ペ
ー
ス
が
大
幅
に
緩

和
さ
れ
、
よ
り
一
層
の
安
全
性

が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
個

人
研
究
室
と
実
験
・
実
習
場
の

併
設
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
教

育
研
究
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ト
ッ

プ
に
も
出
て
く
る
よ
う
に
、

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）

年
に
本
学
は
、
歴
史
上
大
き

な
節
目
と
な
る
「
創
立
百
周

年
」
を
迎
え
、
大
阪
城
ホ
ー

ル
で
盛
大
な
記
念
式
典
を
行

っ
た
。

あ
れ
か
ら
、
早
く
も
二
十

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
本
学
は
こ
の
間
、
随
分

と
変
貌
を
遂
げ
た
。
学
内
の

建
造
物
で
百
周
年
以
降
建
築

さ
れ
た
も
の
を
列
挙
し
て
み

た
だ
け
で
も
、
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
の
新
設
を
は
じ
め
、
総

合
情
報
学
部
の
各
学
舎
棟
、

学
生
国
際
交
流
館
・
秀
麗

寮
、
百
周
年
記
念
会
館
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
高
岳
館
、

新
関
西
大
学
会
館
、
尚
文

館
、
児
島
惟
謙
館
、
千
里
山

中
央
体
育
館
、
新
凱
風
館
、

以
文
館
等
が
あ
る
。
一
方
、

ソ
フ
ト
面
で
は
、
法
学
研
究

所
お
よ
び
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
の
開
設
、
第
２
部
の
天
六

か
ら
千
里
山
へ
の
移
転
、
博

物
館
の
開
館
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
や

外
国
語
教
育
研
究
機
構
の
設

置
、
昼
夜
開
講
制
の
導
入
、
東

京
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
Ａ
Ｏ
、

Ｄ
Ｄ
、
Ｓ
Ｆ
お
よ
び
セ
ン
タ
ー

利
用
入
試
等
の
導
入
、
法
科
大

学
院
の
設
置
等
が
あ
る
。

一
方
、
社
会
全
体
と
し
て
見

た
場
合
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、

大
き
な
変
革
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
が
断
然
ト
ッ
プ
で
あ
ろ

う
。
便
利
な
情
報
機
器
で
あ
る

と
同
時
に
、
今
や
新
し
い
メ
デ

ィ
ア
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
登
場
は
、
二
十
年
前
で
は

誰
も
予
想
し
え
な
か
っ
た
。
ま

さ
に
新
し
い
波
が
数
年
の
間
に

我
が
国
を
呑
み
込
ん
だ
状
態
で

あ
る
。
こ
う
い
う
観
点
で
物
事

を
捉
え
て
い
く
と
、
八
十
周
年

の
際
は
、
百
周
年
の
情
景
を
も

ち
ろ
ん
予
想
し
え
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
し
、
も
う
す
ぐ
や
っ
て

く
る
百
二
十
周
年
の
時
も
、
百

四
十
、
百
五
十
周
年
の
本
学
の

姿
は
、
も
は
や
誰
も
が
予
想
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
本
学
の
移
り
変
わ
り
も

そ
う
で
あ
る
が
、
社
会
全
体
の

流
れ
も
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
速
度

で
変
化
し
て
い
く
た
め
、
常
に

想
定
外
の
こ
と
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
う
い
っ
た
激
し
い
変
化
の

中
で
、
本
学
の
遠
い
将
来
に
、

確
実
に
足
跡
を
残
す
た
め
に
、

来
年
の
創
立
百
二
十
周
年
に
向

け
て
、
本
学
の
遺
産
と
な
る
記

念
事
業
を
成
し
遂
げ
た
い
と
考

え
る
次
第
で
あ
る
。

（
記
念
事
業
・
募
金
事
務
室
）

総
合
情
報
学
部
は
九
月
十
七

日
十
一
時
か
ら
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
管
理
・
研
究
棟
第
一
会
議
室

で
春
学
期
卒
業
式
を
、
ま
た
十

三
時
か
ら
秋
学
期
入
学
式
を
挙

行
し
た
。

今
期
の
卒
業
生
は
十
一
人
。

今
後
、
新
学
士
と
し
て
情
報
化

社
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
入
学
生
は
帰
国
生
徒

一
人
、
外
国
人
留
学
生
四
人
の

計
五
人
で
あ
っ
た
。

（
総
合
情
報
学
部
）

電
気
保
安
に
関
し
、
保
守
運

営
体
制
が
優
良
な
も
の
、
管
理

体
制
の
優
良
な
も
の
、
保
安
教

育
の
推
進
や
安
全
思
想
の
普
及

な
ど
に
永
年
に
わ
た
り
努
力
し

て
き
た
も
の
を
対
象
と
し
て
、

経
済
産
業
省
が
行
う
第
四
十
一

回
電
気
保
安
功
労
者
経
済
産
業

大
臣
表
彰
式
（
八
月
一
日
）
に

お
い
て
、
飛
鳥
文
化
研
究
所
・

植
田
記
念
館
が
表
彰
さ
れ
た
。

学学
校校
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
がが

文文
科科
省省
特特
色色
ＧＧ
ＰＰ
にに
採採
択択

「英語指導力開発
ワークショップ」事業

大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究
科

（文部科学省）に採択

大大
学学
院院
外外
国国
語語
教教
育育
学学
研研
究究
科科

「
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
」に
も
採
択

第６実験棟が竣工

「
英
語
指
導
力
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

採
択
に
続
く
快
挙

工学部

平成１７年（２００５年）１０月１３日第 ３２９ 号（３）



私たち「あかとんぼ」では、週1回、吹田市内
の小学校にある学童保育学級を訪問している。そ
こでは、人形劇や紙芝居、歌やゲームをし、子供
たちとおやつを一緒に食べ、運動場で一緒に遊ぶ
ことなど通じ、子供たちとのコミュニケーション
をはかっている。その他にも、小学校や保育園、
子供会などからの公演依頼も受けつけており、地
域住民と共に活動を行っている。

活動上、最も苦労した点は、ルールを守る事の大切さを伝える
ことである。子供たちは自分なりのルールを持っている。その個
人のルールを集団に持ち込むことで問題が生じ、その都度、子供
たちの間に入って集団でのルールに気づかせることに時間を費や
した。
最も心がけた点は、子供と同じ視点に立ち、いかに子供と共に

楽しめるかである。大学生として、遊びや楽しみを提供する側の
意識を持ったまま子供たちと接していると、自然と双方に距離が
生まれる。この意識を取り払い、子供たちの輪に入り、仲間とし
て接することで双方の距離は自然と縮まり、楽しい時間を共に過
ごせるようになる。
このような活動を通じて得たことは、これらのことがそのまま

自分たちにフィードバックできることへの「気づき」である。ル
ールを守る大切さ、互いの立場に立って考え、共に楽しむことは
子供たちだけでなく、私たちや大人であっても大切なことである。
子供たちの問題を通して私たちの課題としても意識づけ、日々の
学生生活に生かし、そしてこれからの人生に役立てていきたい。

（社会学部3年次生 中隈　雄介）

私は、去年の7月から学生指導者として吹田市
立青山台中学校でバドミントン部の指導を行って
いる。近年、中学校におけるスポーツ指導者不足
が深刻で中学生がスポーツをしたくてもできない
状況が生じており、結果としてスポーツ人口の減
少や各競技人口の減少にもつながっている。関西
大学はこのような事態に歯止めをかけるべく吹田
市と協力し、スポーツを志す中学生に指導を行う
学生を募っていた。私は将来、教員になることを
希望し、教科教育だけでなく、クラブ活動にも力
を注ぎたいと思っていたので、さっそくこれに登
録し、派遣されることになったのだ。
実際に指導してみたところ、私の伝えたいこと

が生徒たちになかなか伝わっていないという問題
が生じてきた。それは、生徒たちがバドミントン
用語をほとんど知らないということも関係してい
た。そのため、
生徒たちはわ
からないこと
があっても聞
き流してしま
うこともある
のだ。そこで、
私は生徒たち
にわかりやす
い言葉で話す
ように注意し、
教えた後でしっかり理解しているか確認し、理解できていないよう
なら繰り返し教えるようにした。そうすることによって、生徒たち
の上達が少しでも見られたときはとても嬉しかった。また、部員数
がとても多かったので、同じ子ばかりに目がいかないようにも気を
つけた。
この学生指導者派遣の体験によって、指導者として生徒たちとど

う接するべきなのか少しずつわかってきた気がする。この体験を今
後生かせるように頑張っていきたい。

（文学部3年次生 山本 雄大）

私たち大道芸サークル「ジャグりま専科」は幼稚
園や小学校、老人ホームなどの施設を中心にジャグ
リングショーの公演を行っている。ジャグリング
というとお手玉のようなものを想像されることが
多いが、私たちはお手玉のほかに中国ゴマや帽子
を使った芸、長細い風船を使ったバルーンアート
などさまざまな大道芸を披露している。
ジャグリングショーは幅広い年代の方に受け入

れてもらいやすい。その一方で楽しいと思う瞬間
は、世代、性別、ショーのコンセプトによって多
様である。ショーの依頼者から情報を得て、一人
でも多くの観客に喜んでもらえるようなショーを
構成していくことに注力している。また公演の最
中でも観客の反応によって臨機応変に内容を変更
していかなければならず、自分たちの公演内容と
観客の反応の両方に意識を集中させなければなら
ないことが一番苦労する点である。
私たちのモットーはジャグリングを通じて多く

の人びとと幸せな時間を共有することである。公
演の企画力や状況判断力など得たものは多くある
が、それ以上にこの
時間は何物にも代え
がたい私たちの大き
な財産となってい
る。公演中に楽しん
でいるのは観客だけ
であると思われがち
だが、一番楽しんで
いるのは実は自分た
ちだと考えている。
見る者、演じる者両
者に満足感を与えることのできるジャグリングのこの大きな魅力
を、より多くの人に知ってもらいたいと思い、活動を続けている。

（経済学部4年次生 谷村真由子）

7月末に工学部主催でサイエンスセミナーという催しが行われ
た。これは主に小・中・高校生を対象としていて、参加した児童
や生徒たちに本学で行っている多様な研究を楽しみながら体験し
てもらうことで、最近心配されている子供の理科離れを防ぎ、科
学の楽しさを知ってもらうことを目的としている。私はこのセミ
ナーで実験補助員として、参加してくれた生徒たちに実験の説明
を行った。
私が取り扱った実験は「次世代太陽電池の試作」というもので、

小・中学生の割合が多かったように思う。説明するにあたり、化
学の知識がほと
んどない参加者
たちにどうすれ
ば楽しんでもら
えるかを考え、
実践するのに苦
労した。小学生
にはなるべく難
しい言葉を使わ
ないよう日常生
活で接するもの
に例えたりしな
がら説明し、中

学生には簡単な動作原理を交えてある程度理解してもらいながら
実験を行った。生徒たちの中には私も困るような鋭い質問をして
くる子供もいて、ひやひやさせられたことが幾度もあった。楽し
く学べる環境のもとでは生徒たちものびのびと実験を行えて、質
問もしやすいようである。笑顔を見せながら実験を行う生徒たち
も多く、私も楽しみながら実験を説明できた。
今回私は初めてサイエンスセミナーに参加したが、はしゃぎな

がら実験を行っていた子供たちを見ると、みんなに楽しんでもら
うことができたのではないかと思う。次の機会にはさらに多くの
子供たちに参加してもらい、理科の面白さをもっと知ってほしい。

（工学部4年次生 中村　裕介）

社会とともに学ぶ�社会とともに学ぶ�
本学では、学生のボランティア活動を支援するため、今年４月

にボランティアセンターがオープンした。また、７月にはボラン
ティア入門をテーマとした講演会に多数の学生がつめかけるな
ど、その関心の高さがうかがえる。
今回の特集では、特技や知識をいかし、社会に貢献している６

人からそれぞれの活動内容を紹介してもらった。自ら汗を流して、
学生生活を有意義なものにしていることに拍手を送りたい。

10月8日千里山キ
ャンパス第3学舎4号
館ソシオＡＶ大ホー
ルにて、学生センタ
ーボランティアセン
ター事務室の主催で
ボランティア活動を紹介するイベントが開催された。
参加団体は文化会ユネスコ研究部、Kandaiハビタット、

点訳ボランティアサークルSTEPの3団体である。
このイベントは、各ボランティアサークルからの「お互

いの活動内容を知り、自分たちの活動の幅をさらにひろげ
たい」という意欲とともに、７月に実施された「はじめて
のボランティア」講演会のアンケートで多かった「実際に
ボランティア活動をしている人の話が聴きたい」という要
望に応えたものである。
当日はそれぞれの団体のメンバーのほか、一般学生も含

め100人あまりの出席者で活気ある発表会となった。
また、これからボランティア活動に参加したい人や、よ

り多面的に活動をしようという人のために、10月12日
（水曜5限）から5回連続講座として、「ボランティアリーダ
ー講習会（基礎編）」を開講している。ボランティアセンタ
ーでは今後もこのような行事を行っていく予定なので、関
心のある人はぜひ学生センターのウェブサイト等により情
報 を 確 認 し 、 参 加 し て も ら い た い 。
（学生センター）

われわれ関西大学法律相談所は、8月26日から28日、北近畿地
方（兵庫県篠山市・養父市、京都府福知山市）において、各市の
後援のもと、夏期移動法律相談を行った。
普段、法学習の実践と社会貢献のために天六キャンパスにおい

て市民を対象とした無料法律相談を行っているが、この夏期移動
法律相談は弁護士や司法書士の少ない、いわゆる司法過疎地域へ
のリーガルサービスを大きな目的として、毎年夏季休業中に行わ
れる。
今回は学生29人、顧問（本学民法・商法教授）9人、OB（主に

弁護士）20人の総勢58人が参加した。
校友会の先輩や各自治体の協力を得て行った今回の移動法律相

談では、3日間を通じて計50人以上の相談者が会場を訪れた。中
には受付開始の1時間以上前から来場する相談者もいて、その真剣
さにこちらも応えなければと気持ちが引き締まった。なぜなら法
律問題は、時に人の一生をも左右するからだ。
相談内容は相続問題や、サラ金などの債務整理、不法行為など

実に多様であったが、顧問・OB弁護士の指導のもと、懇切丁寧な
対応で多くの相談者に好評を得た。
法律相談を通して実感するのは法律の重みだ。普段の法律の勉

強ならば試験で間違いを犯しても笑っていられる。それは結局自
分の問題だからだ。しかし、法律相談の場では間違いは許されな
い。もし、間違ったアドバイスにしたがって相談者が行動したと
すれば、不利益を被るのはその相談者だ。それだけに、責任の重
さを感じながら、最良の勉強の場である法律相談に所員一同真剣
に臨んでいる。
社会貢献という活動の趣旨を没却しないために、また何より相

談者の力になるために、今後一層の努力を重ねていこうと思う。

（法学部3年次生 藤原　達史）

私はこの夏
季休業中の8月
5日と6日に開
催された「博
物館なんでも
相談会」（相談
件数27件、来
館者数82人）
の補助員とし
て、千里山キ
ャンパス周辺
の吹田市などから相談に来た人と接する機会があった。もちろん
私たちがそれぞれの資料について判断するものでなく、先生の
“補助”として相談内容とその回答をもとに調査シートを作成する
ことが主な仕事であった。
しかし、来館者から見れば私たちも大学関係者であるから、い

くつか質問されることがあった。とはいうものの、私たちは史学
専攻とはいえまだまだ未熟であり、質問されても回答に困ること
が多かった。実に情けない。そのほかにも言葉づかいや相談コー
ナーへの誘導など他人と接する機会が多く、改めて社会人として
備えておくべきマナーの無さを痛感した。
相談会は2日間開催されたが2日目にはやっと仕事にも慣れ、少

し余裕ができた。そこでもっと資料に触れ、先生に質問し、自分
のために時間を使うようにした。せっかくこのような機会がある
のに萎縮してはもったいないと感じたからである。
この相談会で資料に接する機会やその資料に関する知識を得た

だけでなく、もっと大事なものを得た。それは自分自身の未熟さ
を発見し、もっと伸びてやろうとする向上心である。ボランティ
アとは一方的に与えるものでなく、互いに与え合い初めて成り立
つと思う。そういう考えが広がればボランティア活動は活発にな
るだろう。

（文学部3年次生 門脇　　隆）

ボランティア活動を
はじめよう

会
場
全
体
に
幸
せ
な
時
間
を

大
道
芸
サ
ー
ク
ル

ジ
ャ
グ
り
ま
専
科

博物館なんでも相談会
未 熟さ知って向上心芽生える

サイエンスセミナー
楽 しく学んで大はしゃぎ

ど
も
の
目
線
で
楽
し
も
う

あ
か
と
ん
ぼ

子
理
解
で
き
る
言
葉
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

法律相談所
直 に感じる法律の重み

今後に生かせるボランティア活動に参加しませんか
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■
探
検
部

文
化
会
探
検
部
は
、
八
月
二

日
か
ら
九
月
十
四
日
ま
で
、
モ

ン
ゴ
ル
国
中
央
部
を
北
上
し
て

流
れ
る
オ
ル
ホ
ン
川
の
ホ
ジ
ル

ト
か
ら
ス
フ
バ
ー
ト
ル
ま
で
の

約
八
百
�
を
カ
ヌ
ー
で
航
行
す

る
た
め
に
海
外
遠
征
を
行
っ

た
。
オ
ル
ホ
ン
川
は
モ
ン
ゴ
ル

国
中
央
部
の
山
間
を
源
流
と

し
、
ロ
シ
ア
と
の
国
境
手
前
ま

で
の
約
千
二
百
�
を
流
れ
て
い

る
。
川
流
域
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の

伝
統
的
な
暮
ら
し
を
続
け
る
遊

牧
民
が
生
活
し
て
お
り
、
川
そ

の
も
の
も
自
然
の
ま
ま
の
流
れ

を
保
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に

航
行
開
始
地
点
で
あ
る
ホ
ジ
ル

ト
か
ら
ト
ー
ラ
川
と
の
合
流
地

点
ま
で
は
、
日
本
人
が
下
っ
た

と
い
う
情
報
は
な
い
。
そ
の
地

を
探
検
部
の
市
岡
慎
也
さ
ん（
社

三
）
と
片
岡
賢
祐
さ
ん
（
工

二
）
の
二
人
が
カ
ヌ
ー
で
の
航

行
に
成
功
し
、
無
事
帰
国
し

た
。二

人
は
草
原
・
騎
馬
・
遊
牧

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
モ
ン
ゴ
ル

に
お
い
て
、
人
び
と
が
川
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
流
域
で
暮

ら
し
て
い
る
の
か
を
見
聞
し
、

航
行
中
に
出
会
っ
た
モ
ン
ゴ
ル

の
人
び
と
と
川
の
上
か
ら
接
触

す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
イ
メ

ー
ジ
に
な
か
っ
た
実
際
の
モ
ン

ゴ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と

語
っ
た
。

■
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

平
成
十
七
年
度
大
阪
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
受
賞
者
に
、
体
育
会
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の
織
田
信
成

さ
ん
（
文
一
）
が
選
ば
れ
た
。

こ
の
賞
は
、
大
阪
府
・
大
阪
府

教
育
委
員
会
主
催
で
、
大
阪
府

の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

寄
与
し
た
者
ま
た
は
団
体
に
対

し
て
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。織

田
さ
ん
は
八
月
十
四
日
、

カ
ナ
ダ
の
ソ
ー
ン
ヒ
ル
で
行
わ

れ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

サ
マ
ー
大
会
で
、
十
三
日
の
シ

ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
続
き
フ

リ
ー
で
も
一
位
に
な
り
、
見
事

優
勝
を
か
ざ
っ
た
。

ま
た
、
十
月
一
日
、
西
東
京

市
の
サ
ン
ト
リ
ー
東
伏
見
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た

「J
apan
In
tern
atio

n
al
C
hallen

ge

二
〇
〇

五
」
に
お
い
て
、
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
部
の
�
橋
大
輔
さ
ん
（
文

二
）
が
準
優
勝
、
織
田
さ
ん
も

三
位
に
輝
い
た
。

■
弓
道
部

八
月
四
日
〜
六
日
、
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
五
十
三
回
全
日
本

学
生
弓
道
選
手
権
大
会
女
子
団

体
戦
で
、
体
育
会
弓
道
部
が
優

勝
し
た
。

ま
た
、
女
子
個
人
戦
で
は
、

土
田
裕
子
さ
ん
（
情
三
）
が
優

勝
、
林
直
子
さ
ん
（
法
二
）
が

第
四
位
に
入
賞
し
た
。

さ
ら
に
土
田
さ
ん
は
、
八
月

七
日
に
神
戸
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
た
第
三
十
五
回
全
国

学
生
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会
で

も
、
準
優
勝
に
輝
い
た
。

■
サ
ッ
カ
ー
部

第
二
十
九
回
総
理
大
臣
杯
全

日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
優
勝
し
、
大
学
日
本
一

に
輝
い
た
体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部

の
祝
勝
会
が
、
八
月
一
日
に
大

阪
市
北
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
た
。
当
日

は
、
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
河

田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
学

生
、
教
職
員
、
卒
業
生
な
ど
、

総
勢
約
六
百
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
主
将
を
は
じ
め
と
す
る

選
手
と
武
智
英
裕
顧
問
が
、
キ

ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
高
槻
市
の
奥

本
務
市
長
を
八
月
二
十
二
日

に
、
吹
田
市
の
阪
口
善
雄
市
長

を
九
月
五
日
に
表
敬
訪
問
し
、

優
勝
の
報
告
を
行
っ
た
。

■
水
上
競
技
部

九
月
四
日
、
大
阪
府
門
真
市

の
な
み
は
や
ド
ー
ム
で
行
わ
れ

た
第
八
十
一
回
日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
で
、
体
育
会

水
上
競
技
部
の
浦
部
紀
衣
さ
ん

（
文
一
）
が
、
女
子
百
�
自
由

形
・
二
百
�
自
由
形
で
優
勝

し
、
見
事
二
冠
を
達
成
し
た
。

ま
た
八
月
十
一
日
に
は
ト
ル

コ
・
イ
ズ
ミ
ル
で
開
催
さ
れ
た

第
二
十
三
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
競
技
大
会
に
も
、
水
上
競
技

部
の
山
田
沙
知
子
さ
ん
（
文

四
）、
藤
田
紗
和
美
さ
ん
（
社

三
）
と
と
も
に
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
た
。

さ
ら
に
、
浦
部
さ
ん
は
、
九

月
十
三
日
の
第
六
十
回
国
民
体

育
大
会
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

国
体
」
競
泳
成
年
女
子
百
�
自

由
形
で
も
優
勝
を
果
た
し
た
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

学生センターでは、正課の授業以外にも学びの場を提供するこ
とを目的として、年間を通じて多様な課外教育プログラムを実施
しており、平成１７年度秋学期は下記の内容のプログラムを予定し
ている。
大学生活で役立つものや、友人をつくるチャンスになるものも

ある。ぜひ参加してほしい。 （学生センター）

問い合わせ先

学生生活課

学生生活課

スポーツ
振興課

学生生活課

定員

３０人

各３０人

各３０人

５００人

場 所

新関大会館
北棟ホール

第２学舎
１号館
Ａ３６教室

中央体育館
１Ｆ

トレーニン
グルーム

第３学舎
ソシオＡＶ
大ホール

開 催 時 期

１０月２１日（金）
１３：３０～１６：３０

（初級Ａ）
毎週水曜日（１０／５～１２／１４）
３限 １３：００～１４：３０

（初級Ｂ）
毎週土曜日（１０／８～１２／１０）
４限 １４：４０～１６：１０

毎週水曜日（１０／５～１２／１４）
４限 １４：４０～１６：１０

１４日（金）、２０日（木）、
２５日（火）

１１日（金）、１５日（火）、
２４日（木）

１日（木）、９日（金）

各日程とも １５：００～１６：３０

１１月１６日（水）
１６：３０～１８：３０
上映作品未定

１２月１４日（水）
１６：３０～１８：３０
上映作品未定

１０月

１１月

１２月

行 事 名

救急救命
講習

手話講習
（初級Ａ・

Ｂ）

手話講習
（中級）

トレーニン
グ講習会

ＫＵシネマ

（
写
真
提
供
�
関
大
ス
ポ
ー
ツ
）

課課外外教教育育ププロロググララムムへへののいいざざなないい

（４）平成１７年（２００５年）１０月１３日第 ３２９ 号（５）
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学
部
入
学
生
の
学
費
に
つ
い
て

学
部
入
学
生
の
学
費
に
つ
い
て

学学
部部
入入
学学
生生
のの
学学
費費
にに
つつ
いい
てて

現
代
は
、
少
子
化
に
よ
る
十
八
歳
人
口
の
減
少
に
加

え
、
国
立
大
学
の
法
人
化
、
第
三
者
に
よ
る
大
学
評
価

制
度
の
導
入
な
ど
、
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

「
競
争
と
評
価
」
が
求
め
ら
れ
る
極
め
て
厳
し
い
時
代

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
学
は
、
大
学
全
入
時
代
の
到
来
が
目
前
に
迫
る
こ

の
厳
し
い
時
代
を
、「
二
十
一
世
紀
型
総
合
学
園
」
へ
と

成
熟
・
飛
翔
し
て
行
く
好
機
と
捉
え
、
新
た
に
策
定
し

た
「
経
営
理
念
・
基
本
方
針
」
を
基
に
、
全
学
の
あ
ら

ゆ
る
資
源
と
活
力
を
結
集
し
、
教
育
、
研
究
、
社
会
連

携
、
財
政
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
「
強
い
関
西
大

学
」
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

学
部
教
育
の
改
革

本
学
は
絶
え
間
な
い
教
育
改

革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
一
例

と
し
て
、
文
学
部
で
は
一
学
科

十
専
修
か
ら
十
五
専
修
制
へ
、

学
生
の
関
心
の
広
が
り
に
応
え

得
る
総
合
人
文
学
科
へ
と
改
組

し
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ
タ
イ
ム

・
フ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
の
全
学

的
統
合
を
進
め
る
な
ど
、
全
学

部
で
速
度
を
上
げ
て
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
既
存
学
部
を
再
編
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
学
部
教
育
を

一
層
充
実
さ
せ
、
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ま
す
。

特
色
あ
る
教
育
・

研
究
の
た
め
に

本
学
が
�
競
争
的
環
境
�
の

中
で
個
性
輝
く
存
在
と
な
る
た

め
に
、「
教
育
」、「
研
究
」
の
充

実
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
や

自
己
点
検
・
評
価
お
よ
び
第
三

者
評
価
等
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
特
色
あ
る
教
育
の
実
践
を

め
ざ
す
べ
く
教
育
力
の
向
上
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
充

実
度
を
図
る
尺
度
と
も
い
う
べ

き
、
国
へ
の
特
色
あ
る
事
業
等

に
対
し
て
積
極
的
な
補
助
金
申

請
を
行
い
、
成
果
を
挙
げ
て
お

り
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
行
う
国
公
私

立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改

革
支
援
の
た
め
の
競
争
的
資
金

の
確
保
に
も
努
め
、
今
年
度
は

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
Ｇ
Ｐ
）」、「
大

学
・
大
学
院
に
お
け
る
教
員
養

成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教
員
養

成
Ｇ
Ｐ
）」
等
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。本

学
は
、
激
し
さ
を
増
す
大

学
間
の
競
争
の
な
か
で
、
今
後

ま
す
ま
す
、
将
来
性
あ
る
大
学

と
し
て
生
き
残
る
た
め
の
自
己

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
時
代
に
対
応
す
る

教
育
・
研
究
の

支
援
シ
ス
テ
ム

学
生
・
生
徒
・
教
職
員
や
父

母
・
卒
業
生
・
受
験
生
へ
の
Ｗ

ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
構
成
員
三
十
五
万
人
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
な
ど

の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に
関
す
る
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
の
採
択

昨
年
度
、
本
学
は
、
文
部
科

学
省
国
立
情
報
学
研
究
所
が
運

用
し
て
い
る
「
ス
ー
パ
ー
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
事
業
の
拠
点
校
に
採

択
、
世
界
最
先
端
の
研
究
分
野

を
対
象
に
し
た
情
報
基
盤
を
備

え
た
先
端
的
学
術
研
究
機
関
と

し
て
認
知
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

十
月
か
ら
は
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
に

て
政
策
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
分
野
で
他
大
学
と
の

接
続
を
実
現
し
ま
し
た
。

高
度
専
門
職
業
人
の

養
成

本
学
は
、
平
成
十
六
年
四
月

「
法
科
大
学
院
」
を
開
設
す
る

こ
と
で
、
優
れ
た
法
曹
を
多
数

養
成
し
、
社
会
へ
輩
出
す
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

大
学
院
改
革
の
一
環
と
し
て
、

平
成
十
八
年
四
月
に
は
「
会
計

専
門
職
大
学
院
」（
ア
カ
ウ
ン
テ

ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
）
を
開
設
し

ま
す
。（
認
可
申
請
中
）

本
学
が
、
科
学
技
術
の
急
速

な
進
歩
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い

う
新
た
な
時
代
に
即
応
し
、
今

後
も
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
た
め

に
、
強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
、
前
述
い
た
し
ま
し

た
よ
う
に
、
支
出
内
容
を
厳
し

く
見
直
し
、
経
費
節
減
を
始

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

必
要
最
小
限
の
支
出
で
最
大
限

の
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
合
理

化
・
効
率
化
を
推
し
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
収
入
面
で
は
、

国
庫
補
助
金
や
外
部
資
金
等
の

積
極
的
な
獲
得
、
保
有
資
産
の

有
効
活
用
、
寄
付
募
集
の
展

開
、
事
業
収
入
の
拡
充
な
ど
可

能
な
限
り
の
自
助
努
力
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
本
学
の
財

政
状
況
は
、
す
で
に
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
本
紙
で
公
開
し
て
い
る

と
お
り
、
平
成
十
六
年
度
決
算

の
翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
が
約
七
億
七
千
四
百
万
円
と

い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。財

政
が
現
状
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
、
近
い
将
来
大
幅
な
学
費

改
定
を
行
う
か
、
さ
も
な
け
れ

ば
、
教
育
・
研
究
に
支
障
を
来

た
し
か
ね
な
い
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り

ま
す
。

学
生
サ
ポ
ー
ト
の
強
化

平
成
十
七
年
度
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ

版
総
合
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム（
Ｗ

ｅ
ｂ
を
用
い
た
シ
ラ
バ
ス
お
よ

び
履
修
登
録
シ
ス
テ
ム
）
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨

年
十
月
か
ら
学
生
と
教
員
と
の

双
方
向
に
よ
る
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
す
る
な
ど
最
新
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、
教
育
の

一
層
の
サ
ポ
ー
ト
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
取
り
組
み

は
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
、
七
千
台
を
超
え
る
端
末
機

器
の
接
続
、
学
舎
の
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
化
な
ど
、
着
実
に
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
充
実
の
た
め
の
「
教
務
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
構
想
」
が
検
討

さ
れ
、
来
年
度
の
開
設
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

就
職
サ
ポ
ー
ト
の
強
化

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

の
徹
底
化
を
図
る
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
の

設
置
な
ど
、
「
良
識
あ
る
市

民
」
と
し
て
社
会
か
ら
受
け
入

れ
ら
れ
る
学
生
を
育
成
す
る
た

め
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

国
際
的
舞
台
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成

国
際
化
の
分
野
で
も
、
昨
年

十
二
月
に
今
後
の
国
際
交
流
政

策
の
方
向
性
を
示
す
ビ
ジ
ョ
ン

が
策
定
さ
れ
、
協
定
大
学
を
現

在
の
二
十
三
校
か
ら
五
十
校
に

拡
大
す
る
な
ど
、
新
た
な
展
開

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
学
生
に

ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト

創
立
百
二
十
周
年
事
業
の
メ

イ
ン
と
し
て
、
学
生
の
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の

創
出
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る「
総

合
学
生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク

凜
風
館
」
を
始
め
、
学
習

環
境
の
整
備
、
奨
学
金
の
充
実

な
ど

学
生
が
自
己
の
ニ
ー
ズ

を
実
現
で
き
る
よ
う
懸
命
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
状
況
を

踏
ま
え
、
昨
今
の
経
済
・
社
会

情
勢
や
本
学
の
今
後
の
財
政
予

測
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
慎

重
に
検
討
い
た
し
ま
し
た
結

果
、
や
む
を
得
ず
、
平
成
十
八

・
十
九
年
度
学
部
入
学
生
の
学

費
を
上
表
の
と
お
り
改
定
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
来
、
学
費
は
高
等
教
育
の

機
会
均
等
と
い
う
社
会
的
責
務

か
ら
極
力
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
回
の

学
費
改
定
は
、
入
学
初
年
度
の

学
費
を
据
え
置
き
、
改
定
幅
も

極
力
抑
制
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

こ
の
た
び
の
措
置
は
、
本
学

が
私
立
大
学
と
し
て
の
存
在
意

義
を
全
う
し
、
競
争
的
環
境
下

に
あ
る
本
学
の
活
力
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
入
学
生
、
在
学

生
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
が
母

校
と
し
て
誇
り
と
す
る
「
強
い

関
西
大
学
」
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

何
卒
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

学
校
法
人

関
西
大
学

［平成１８年度］ （単位：円）

納付総額

２６０，０００
２，９１４，０００
６２６，０００

３，８００，０００

２２０，０００
２，４７７，０００
５３２，０００

３，２２９，０００

２６０，０００
３，６８８，０００
９８０，０００
３６０，０００

５，２８８，０００

２６０，０００
４，３９６，０００
９１６，０００
４００，０００

５，９７２，０００
（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。

２ ４年を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。

４年次

７８７，０００
１７３，０００

９６０，０００

６６８，０００
１４７，０００

８１５，０００

９９３，０００
２６６，０００
９０，０００

１，３４９，０００

１，１８６，０００
２５６，０００
１００，０００

１，５４２，０００

３年次

７４８，０００
１６２，０００

９１０，０００

６３６，０００
１３８，０００

７７４，０００

９４６，０００
２５２，０００
９０，０００

１，２８８，０００

１，１２８，０００
２３８，０００
１００，０００

１，４６６，０００

２年次

７０９，０００
１５１，０００

８６０，０００

６０３，０００
１２８，０００

７３１，０００

８９８，０００
２３８，０００
９０，０００

１，２２６，０００

１，０７０，０００
２２０，０００
１００，０００

１，３９０，０００

１年次

２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００

１，０７０，０００

２２０，０００
５７０，０００
１１９，０００

９０９，０００

２６０，０００
８５１，０００
２２４，０００
９０，０００

１，４２５，０００

２６０，０００
１，０１２，０００
２０２，０００
１００，０００

１，５７４，０００

区分＼年次

入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料

合 計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料

合 計

文・社会学部

（昼間主コース）
法・経・商学部

（夜間主コース）
法・経・商学部

総合情報学部

工学部

［平成１９年度］ （単位：円）

納付総額

２６０，０００
２，９３８，０００
６３２，０００

３，８３０，０００

２３０，０００
２，６４４，０００
５６９，０００

３，４４３，０００

２６０，０００
３，７１２，０００
９８６，０００
３６０，０００

５，３１８，０００

２６０，０００
４，４２９，０００
９２８，０００
４００，０００

６，０１７，０００
（注）１ 入学金は、入学年度のみ徴収する。

２ ４年を超えて在籍する者の学費は、４年次の学費を適用する。

４年次

７９９，０００
１７６，０００

９７５，０００

７１９，０００
１５８，０００

８７７，０００

１，００５，０００
２６９，０００
９０，０００

１，３６４，０００

１，２０２，０００
２６２，０００
１００，０００

１，５６４，０００

３年次

７５６，０００
１６４，０００

９２０，０００

６８０，０００
１４８，０００

８２８，０００

９５４，０００
２５４，０００
９０，０００

１，２９８，０００

１，１３９，０００
２４２，０００
１００，０００

１，４８１，０００

２年次

７１３，０００
１５２，０００

８６５，０００

６４２，０００
１３７，０００

７７９，０００

９０２，０００
２３９，０００
９０，０００

１，２３１，０００

１，０７６，０００
２２２，０００
１００，０００

１，３９８，０００

１年次

２６０，０００
６７０，０００
１４０，０００

１，０７０，０００

２３０，０００
６０３，０００
１２６，０００

９５９，０００

２６０，０００
８５１，０００
２２４，０００
９０，０００

１，４２５，０００

２６０，０００
１，０１２，０００
２０２，０００
１００，０００

１，５７４，０００

区分＼年次

入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

入 学 金
授 業 料
教育充実費

合 計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料

合 計

入 学 金
授 業 料
教育充実費
実験実習料

合 計

文・経済・商・
社会学部

（昼間主コース）
法学部

（夜間主コース）
法学部

総合情報学部

工学部

2006

2007

平
成
１８
年
度

１９
年
度

充
実
し
た
教
育
・

研
究
の
た
め
の
基
盤
整
備

大学を
取り巻く環境

学
生
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充

平成１８年度および平成１９年度 学部入学生の学費

本
学
の
財
政

ご
理
解
と
ご
協
力
を

（６）平成１７年（２００５年）１０月１３日第 ３２９ 号
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本
学
は
教
職
員
、
学
生
を
は

じ
め
す
べ
て
の
大
学
構
成
員
の

人
権
意
識
を
高
め
、
理
解
を
深

め
る
助
け
と
な
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
毎

年
春
季
と
秋
季
の
二
回
開
催
し

て
い
る
人
権
啓
発
行
事
が
あ

る
。
本
年
度
秋
季
行
事
は
十
一

月
十
四
日
（
月
）
に
左
記
の
と

お
り
開
催
す
る
。

平
成
九
年
度
か
ら
、
こ
の
秋

季
人
権
啓
発
行
事
は
国
際
人
権

週
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
国
際
的
な
視
野

で
活
躍
し
て
い
る
人
び
と
の
協

力
を
得
て
、
開
催

に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
は
、
今

年
が
日
本
に
お
け

る
ド
イ
ツ
年
と
い

う
こ
と
で
、
第
二

次
世
界
大
戦
下
に

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
大

学
の
学
生
た
ち
を

中
心
に
結
成
さ
れ

た
「
白
バ
ラ
」
と

い
う
抵
抗
グ
ル
ー

プ
が
、
命
が
け
で

反
ナ
チ
ス
抵
抗
運

動
を
行
い
逮
捕
さ

れ
、
処
刑
さ
れ
た

と
い
う
歴
史
的
な

事
実
を
取
り
上
げ
る
。
当
日

は
、「
白
バ
ラ
」
の
活
動
を
巡
回

展
示
し
、
広
く
紹
介
し
て
い
る

早
稲
田
大
学
村
上
公
子
教
授
を

講
師
と
し
て
招
く
。

ま
た
同
日
か
ら
十
一
月
二
十

八
日
（
月
）
ま
で
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
新
関
西
大
学
会
館
南

棟
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ビ

ー
で
、
本
学
人
権
問
題
研
究
室

主
催
の
「
白
バ
ラ
」
の
ポ
ス
タ

ー
展
示
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

講
演
の
詳
細
は
、
各
学
部
学

舎
な
ど
に
配
置
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
『
人
権
を
考
え
る
』
に
紹

介
さ
れ
る
。
多
数
の
来
聴
が
叶

う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
副
学
長

小
幡

斉
）

講演テーマ 「白バラの学生たち
―兵士ではなく市民の勇気を―」

講 師 早稲田大学人間科学部
教授 村上公子 氏

日時・場所
１１月１４日（月）１３時００分～１４時３０分
○千里山キャンパス
尚文館 マルチメディアＡＶ大教室

○高槻キャンパス
教室棟ＴＤ１０６教室（映像中継）

出
願
期
間

七
月
七
日
（
木
）
〜
十
一
月

七
日
（
月
）選

考
方
法

語
学
試
験
（
筆
記
・
聴
解
・

口
頭
）
＊
英
語
は
口
頭
の
み

十
一
月
九
日
（
水
）

面
接
試
験
（
日
本
語
ま
た
は

受
験
語
種
）
十
一
月
十
六
日

（
水
）

奨
学
金

関
西
大
学
国
際
交
流
助
成
基

金
第
一
種
奨
学
金
（
平
成
十
七

年
度
は
二
十
人
に
支
給
予
定
。

給
付
額
は
派
遣
国
に
よ
っ
て
異

な
る
。）

申
請
は
交
換
派
遣
留
学
生
に

決
定
し
た
後
行
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
秋
募
集
に
関
す

る
「
秋
期
留
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

（
十
月
五
日
�
水
�
開
催
）
の
模

様
を
近
日
中
に
動
画
配
信
す
る

予
定
で
あ
る
。h

ttp���w
w

w
.e�
m
ayl.ipck

u
.k
a

n
sai�
u.ac.jp/h

om
e/

詳
細
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp:��w
w
w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�

k
ok
u
sai�h
tm
l�
j�in

dex.htm
l

）
お
よ
び
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て

通
知
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
事
務
室
（
�
０６
―

６
３

６
８
―

１
１
７
４
）
ま
で
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

本
学
学
生
交
換
協
定
大
学
の
う
ち
十
三
大
学
に
一
年
間
留
学

す
る
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
る
。
募
集
は
春
と
秋
の

年
二
回
実
施
し
て
お
り
、
英
語
お
よ
び
中
国
語
圏
の
大
学
は
年

二
回
応
募
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。古

今
集
と
新
古
今
集
と
は
、

万
葉
集
と
と
も
に
古
典
の
三
大

歌
集
と
も
い
う
べ
き
作
品
だ

が
、
醍
醐
天
皇
の
命
で
古
今
集

が
で
き
た
の
が
九
〇
五
年
、
そ

し
て
後
鳥
羽
上
皇
の
命
で
新
古

今
集
が
で
き
た
の
が
一
二
〇
五

年
と
い
う
か
ら
、
今
年
二
〇
〇

五
年
は
、
ち
ょ
う
ど
古
今
集
が

成
立
し
て
千
百
年
、
新
古
今
集

が
成
立
し
て
八
百
年
と
い
う
、

ま
こ
と
に
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
わ
が
関
西
大
学
図

書
館
も
、
秋
の
特
別
展
に
古
今

集
か
ら
新
古
今
集
に
至
る
八
つ

の
勅
撰
集
（
八
代
集
）
の
写
本

や
古
筆
切
（
古
写
本
の
断
簡
）

を
集
め
て
展
示
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
以
下
、
そ
れ
ら

の
展
示
品
か
ら
、
い
く
つ
か
紹

介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
八
代
集
揃
い
の
写
本

と
し
て
は
、
公
�
日
野
家
に
伝

来
し
た
日
野
家
本
八
代
集
が
あ

る
。
書
写
年
次
は
江
戸
の
初
期

で
は
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
後

撰
集
は
、
承
保
三（
一
〇
七
六
）

年
の
奥
書
を
持
ち
、
「
承
保

本
」
の
名
で
学
界
で
も
よ
く
知

ら
れ
た
も
の
。
ま
た
後
拾
遺
集

は
、
こ
れ
ま
た
伝
本
希
な
目
録

序
を
備
え
て
い
て
有
名
な
本
で

あ
る
。

藤
原
兼
実
筆
と
伝
え
る
古
今

集
の
断
簡
中
山
切
は
、
下
絵
を

施
し
た
上
に
金
銀
の
箔
を
散
り

ば
め
た
、
い
と
も
華
麗
な
料
紙

を
用
い
て
い
て
、
王
朝
貴
族
の

嗜
好
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
新
古

今
集
は
、
わ
ず
か
に
巻
十
六
〜

二
十
の
零
本
に
す
ぎ
な
い
が
、

古
筆
の
世
界
で
は
、
伝
足
利
尊

氏
筆
北
山
切
と
し
て
、
古
来
よ

り
愛
好
家
の
間
で
も
評
価
の
高

い
も
の
。
し
か
も
、
巻
末
に

は
、
貞
和
六
（
一
三
五
〇
）
年

と
い
う
奥
書
を
持
ち
、
足
利
尊

氏
生
存
中
に
書
写
さ
れ
た
本
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
、
注
目

さ
れ
る
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
以
上

の
よ
う
な
研
究
上
ま
こ
と
に
貴

重
な
資
料
を
含
む
、
総
計
二
七

点
の
作
品
を
展
示
す
る
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
、
王
朝
四
百
年
の

和
歌
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
平
安
・
鎌
倉
・
南
北
朝
・

室
町
・
江
戸
と
、
時
代
に
よ
る

書
の
変
遷
を
も
併
せ
て
味
わ
っ

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
図
書
館
長
・
文
学
部
教
授
）

▼
展
示

テ
ー
マ
「
八
代
集
の
世
界
―
古

今
・
新
古
今
を
中
心
に
―
」

期
間
十
一
月
十
四
日
（
月
）

〜
十
二
月
十
七
日
（
土
）

場
所
総
合
図
書
館
一
階
展
示
室

時
間
十
時
〜
閉
館
一
時
間
前

▼
記
念
講
演
会

日
時

十
一
月
二
十
九
日

（
火
）

十
三
時
〜
十
四
時
半

場
所
総
合
図
書
館
三
階
図
書
館

ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
本
を
写
す
こ
と
と
切

る
こ
と
」

講
師
田
中

登
（
図
書
館
長
・

文
学
部
教
授
）

○
山
口
大
学
経
済
学
部
創
立
百

周
年
記
念
懸
賞
論
文

◆
学
生
の
部
入
賞

商
学
部
四
年
次
生

吉
田

祥

子
、
澤
井

香
奈
、
緩
詰

美

帆
、
吉
田

武
史

（
受
賞
日
六
月
十
八
日
）

○
照
明
学
会

◆
平
成
十
七
年
度
照
明
学
会
論

文
賞

工
学
部
専
任
講
師

原

直
也

（
受
賞
日
七
月
十
四
日
）

泊
園
記
念
会
、
東
西
学
術
研

究
所
お
よ
び
大
阪
府
立
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
第
四
十

五
回
泊
園
記
念
講
座
」
を
開
催

す
る
。
総
合
テ
ー
マ
は
「
東
と

西

そ
の
九
」。

会
場
は
、
大
阪
府
立
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
さ
い
か
く
ホ
ー

ル
。（
大
阪
府
新
別
館
北
館
１

階
）問

い
合
わ
せ
は
、
東
西
学
術

研
究
所
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１

１
７
６
）
ま
で
。

日
時
十
月
十
九
日
（
水
）
十
三

時
〜
十
四
時
半

場
所
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文

館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ

大
教
室

テ
ー
マ
「
企
業
に
お
け
る
認
証

制
度
の
現
状
、
課
題
と
展
望

〜
パ
ス
ワ
ー
ド
か
ら
バ
イ
オ
メ

ト
リ
ッ
ク
ス
へ
の
転
換
〜
」

講
師
王

耀
鐘
（
経
済
・
政
治

研
究
所
研
究
員
・
社
会
学
部
教

授
）

日
野
家
本
八
代
集
の

う
ち
の
古
今
集

今
年
の
学
園
祭
の
日
程
が
、

第
１
部
統
一
学
園
祭
は
十
一
月

一
日
（
火
）
〜
四
日
（
金
）、
第

２
部
千
夜
祭
は
十
一
月
一
日

（
火
）
〜
三
日
（
木
）
に
決
定

し
た
。

テ
ー
マ
は
、
第
１
部
が
「
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
（
カ
ン
ラ
イ

ズ
）」、
第
２
部
が
「
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｎ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
ラ
テ
ィ

ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
）」。

第
１
部
の
テ
ー
マ
「
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
は
、
学
園
祭
が
文

化
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
人
に
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｓ

Ｅ
（
日
の
出
）」
の
よ
う
な

パ
ワ
ー
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
意
味
で
あ

る
。第

２
部
の
テ
ー
マ
「
Ｌ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
（
ラ
テ
ン
風
に
す

る
）」
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
に
住
む
人
び
と
の
持

つ
、
情
熱
的
で
あ
り
、
個

の
違
い
を
尊
重
し
他
者
と

共
存
す
る
、
人
間
的
魅
力
に
溢

れ
た
す
ば
ら
し
い
文
化
に
学
園

祭
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
込
め

て
い
る
。

今
年
の
学
園
祭
も
、
模
擬
店

を
は
じ
め
研
究
発
表
、
中
央
ス

テ
ー
ジ
企
画
、
講
演
会
、
後
夜

祭
と
楽
し
い
行
事
が
目
白
押
し

と
な
っ
て
お
り
、
学
園
祭
最
終

日
に
行
わ
れ
る
ラ
イ
ブ
で
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
出
演
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
心

か
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
を
中

心
に
思
い
出
に
残
る
学
園
祭
を

創
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
多
く

の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

（
学
生
生
活
課
）

平
成
十
七
年
度
か
ら
、
課
外

活
動
や
自
主
活
動
に
お
い
て
優

れ
た
実
績
を
残
し
た
学
生
、
ま

た
は
優
れ
た
企
画
を
有
し
て
い

る
学
生
を
奨
励
す
る
「
関
西
大

学
文
化
・
学
術
活
動
等
奨
励
金

制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の

制
度
は
文
化
、
学
術
、
福
祉
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
お
い

て
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
る
、
も

し
く
は
企
画
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
団
体
を
支
援
し
、
表
彰
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
学
の
学
生

文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

応
募
期
間
は
、
企
画
部
門
が

平
成
十
七
年
五
月
二
十
日
〜
六

月
二
十
日
（
締
め
切
り
済

み
）、
業
績
部
門
が
平
成
十
八
年

一
月
八
日
〜
一
月
三
十
一
日
と

な
っ
て
い
る
。
企
画
部
門
へ
の

応
募
は
三
件
あ
り
、
三
件
と
も

採
用
と
な
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、

ま
だ
ま
だ
学
生
諸
君
に
認
知
さ

れ
て
い
な
い
制
度
で
あ
る
が
、

業
績
部
門
へ
の
多
数
の
応
募
を

期
待
し
て
い
る
。
詳
細
は
学
生

生
活
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ

と
。

（
学
生
生
活
課
）

○
名
誉
教
授

植
條
則
夫
著

『
公
共
広
告
の
研
究
』

（
平
成
十
七
年
六
月
一
日
・
日
経
広
告
研

究
所
・
定
価
六
千
三
百
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

松
浦

章
著

『
近
代
日
本
中
国
台
湾
航
路
の

研
究
』

（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
五
日
・
清
文

堂
出
版
・
定
価
七
千
九
百
八
十
円
�
税

込
�
）

○
総
合
情
報
学
部
教
授

久
保

田
賢
一
著

『
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

（
平
成
十
七
年
七
月
二
十
日
・
明
石
書

店
・
定
価
千
八
百
九
十
円
�
税
込
�
）

○
外
国
語
教
育
研
究
機
構
教
授

河
合
忠
仁
他
著

『
日
本
の
学
校
英
語
教
育
は
ど

こ
へ
行
く
の
？

英
語
教
育
の

現
状
リ
サ
ー
チ
に
も
と
づ
い

て
』

（
平
成
十
七
年
九
月
十
五
日
・
松
柏
社

・
定
価
二
千
百
円
�
税
込
�
）

◆アメリカンフットボール部
２００５秋季リーグ戦
１０／１６（日）王子スタジアム
１０／３０（日）大阪市長居球技場
１１／１３（日）大阪市長居球技場
◆吟詩部
平成１７年度学内吟詠発表大会
１０／１６（日）
特別講堂（本学）
◆サッカー部
２００５秋季リーグ戦
１０／１６（日）
長居スタジアム

１０／２３（日）
明石公園陸上競技場

１１／１３（日）
長居第２陸上競技場

１１／２０（日）
加古川陸上競技場

◆茶道部
秋季茶会
１０／１６（日）
大阪城豊国神社
学内茶会
１１／３（木・祝）

千里庵（本学）
◆ユネスコ研究部
ユネスコスクール
１０／１６（日）・１１／２０（日）
千里市民センター図工室
◆野球部
２００５秋季リーグ戦
１０／１９（水）南港中央球場
１０／２０（木）南港中央球場
◆邦楽部
第４６回定期演奏会「邦楽の夕」
１０／２２（土）
吹田メイシアター中ホール
◆ユースホステル部
後期交歓会
１０／２２（土）～２３（日）
大阪国際ＹＨ
◆マンドリンクラブ
第４５回定期演奏会
１１／２２（火）
吹田メイシアター大ホール
◆奇術研究部
第４３回学外発表会
１１／２５（金）
森ノ宮青少年会館

講師

文学部助教授
奥村佳代子

奈良大学
文学部教授
東野 治之

文学部助教授
森部 豊

テーマ

「江戸時代の『唐
話世界』」

「上代における
漢籍の舶載と利
用」

「東西文明交流
の担い手
―ソグド人」

日程

１１月１４日（月）

１１月１５日（火）

１１月１６日（水）

今今年年もも多多彩彩なな行行事事をを予予定定

１３
大
学
に
一
年
間
の
留
学

学生諸団体の行事予定

公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

（１０／１３～１１／２９）

平成１８年度

第第
４４５５
回回
泊泊
園園
記記
念念
講講
座座

秋
季
人
権
啓
発
行
事

�
白
バ
ラ
�を
テ
ー
マ
に

講
演
会
を
開
催

経経
済済
・・
政政
治治
研研
究究
所所第第１１６６５５

回回
公公
開開
講講
座座

関関
西西
大大
学学
文文
化化
・・
学学
術術
活活
動動
等等

奨奨
励励
金金
制制
度度
がが
スス
タタ
ーー
トト

展展
示示
・・
記記
念念
講講
演演

八
代
集
の
世
界

―
古
今
・
新
古
今
を
中
心
に
―

田
中

登

平成１７年（２００５年）１０月１３日第 ３２９ 号（７）



書
道
部
の
練
習
は
、
自
由
な

雰
囲
気
の
な
か
で
上
位
年
次
生

が
下
位
年
次
生
に
教
え
な
が
ら
、

年
二
回
の
書
展
に
自
分
が
納
得
の
い
く
作
品
を
出
展

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
言
葉
を

決
め
て
書
く
「
創
作
」
は
、
作
品
を
見
て
ど
ん
な
ふ

う
に
感
じ
る
か
、
既
存
の
書
家
の
作
品
を
お
手
本
に

す
る
「
臨
書
」
で
は
、
お
手
本
に
忠
実
に
書
け
て
い

る
か
を
部
員
同
士
で
意
見
交
換
し
ま
す
。

私
が
書
道
を
始
め
た
の
は
、
字
を
綺
麗
に
書
け
る

よ
う
に
と
近
所
の
書
道
教
室
に
通
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
書
く
字
が
難
し

く
な
る
ほ
ど
書
き
た
い
と
い
う
意
欲
が
わ
き
、
い
つ

の
間
に
か
一
番
長
く
続
い
た
習
い
事
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
初
め
て
足
を
運
ん
だ
書

展
で
王
鐸
と
い
う
書
家
の
作
品
の
臨
書
が
印
象
に
残

り
、
そ
れ
か
ら
は
王
鐸
の
作
品
を
好
ん
で
書

い
て
い
ま
す
。
無
心
に
作
品
を
書
く
な
か
で
、

臨
書
は
、
他
人
の
書
い
た
字
を
た
だ
コ
ピ
ー

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
作
品
を
つ
く
り
あ

げ
た
書
家
の
気
持
ち
を
再
現
す
る
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
臨
書
を
す
る
と
き

は
お
手
本
と
す
る
法
帖
に
忠
実
に
書
く
こ
と

で
、
書
家
の
心
を
知
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
道
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
精

神
面
が
字
に
す
べ
て
表
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

気
持
ち
が
晴
れ
晴
れ
し
て
い
る
日
は
字
が
い

き
い
き
し
ま
す
。
逆
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
納

得
の
い
く
も
の
は
書
け
な
い
の
で
心
を
落
ち

着
か
せ
る
た
め
に
時
間
を
か
け
て
墨
を
す

り
、
書
き
始
め
る
と
何
も
聞
こ
え
な
く
な
る

く
ら
い
集
中
し
ま
す
。
字
の
意
味
や
、
字
の

持
つ
印
象
を
思
い
な
が
ら
、
空
間
の
配
置
の

仕
方
に
も
心
を
込
め
て
書
い
た
字
に
は
、
魂

が
宿
り
、
見
る
人
に
深
い
何
か
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

十
二
月
の
末
に
吹
田
メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
て
行

う
書
展
に
は
、
王
鐸
の
作
品
の
臨
書
と
創
作

の
作
品
を
出
展
す
る
つ
も
り
で
す
。
学
生
時

代
の
集
大
成
と
し
て
丁
寧
に
仕
上
げ
よ
う
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

経
済
学
部
三
年
次
生

秦
　
　
良
太

茶
道
と
い
う
と
、
大
半
の
方
は
女

性
が
行
う
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
四
十
五
人

の
部
員
中
十
七
人
が
男
子
部
員
で
す
。
練

習
は
、
名
建
築
家
村
野
藤
吾
氏
が
設
計
し
、

裏
千
家
の
今
日
庵
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
つ
く

ら
れ
た
茶
室
に
、
裏
千
家
か
ら
先
生
を
お

招
き
し
て
、
本
格
的
な
道
具
一
式
を
使
っ

て
作
法
や
お
点
前
を
学
ん
で
い
ま
す
。

茶
道
を
始
め
て
変
わ
っ
た
の
は
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
よ
う
と

心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
例

え
ば
人
と
話
を
す
る
時
も
い
い
加
減
に
聞

く
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
向
き
合
う
こ

と
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
汲
み
取
ろ
う
と

努
め
て
い
ま
す
。

茶
道
の
心
を
表
す
言
葉
と
し
て
、「
和
敬

清
寂
（
わ
け
い
せ
い
じ
ゃ
く
）」
が
あ
り
ま

す
。
和
は
調
和
の
和
で
、
人
と
人
、
人
と

自
然
、
す
べ
て
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
和

の
精
神
を
い
い
ま
す
。
敬
は
相
手
を
敬
い
、

ゆ
ず
り
合
う
心
が
あ
れ
ば
穏
や
か
な
心
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
清
は
外

見
だ
け
で
な
く
心
の
美
し
さ
を
示
し
、
静

寂
を
表
す
寂
は
、
心
の
静
け
さ
の
な
か
に

あ
る
平
常
心
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
茶
道

と
は
単
な
る
技
術
の
習
得
で
は
な
く
、
お

茶
を
通
じ
て
心
を
無
に
す
る
精
神
修
行
で

す
。
心
が
無
に
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
も
の

か
ら
心
が
解
放
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
行
き
着
く
先
が
和
敬
清
寂
の
表
す

茶
道
の
心
で
あ
り
、
お
も
て
な
し

の
心
だ
と
思
い
ま
す
。

茶
道
に
は
完
璧
が
な
く
、

同
じ
一
連
の
お
点
前
で
も
毎

回
反
省
す
る
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
が
「
道
」
の
難
し
さ
、

お
も
し
ろ
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

学
園
祭
中
の
十
一
月
三
日
に

は
学
内
茶
会
と
い
う
催
し
で
一
般
の

方
や
学
生
に
茶
席
体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
伝

統
文
化
の
な
か
に
あ
る
日
本
の
精
神
文
化
に
も
触
れ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
三
年
次
生

桑
木
野
良
平

能
楽
部
は

部
員
十
一
人

と
少
な
い
で

す
が
、
ま
さ

に
少
数
精
鋭

と
言
え
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の

部
員
が
初
心

者
か
ら
始
め
、

四
年
間
で
謡

も
舞
も
で
き

る
よ
う
に
、

一
年
次
生
で

舞
と
謡
を
練
習
し
、
二
年
次
生

で
は
お
囃
子
の
太
鼓
や
笛
な
ど
を
つ
け
た
舞

囃
子
に
挑
戦
し
て
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。
私
も
大
学
で
は
経
験
が

な
い
も
の
に
挑
戦
し
よ
う
と
、
全
く
の
初
心

者
で
入
部
し
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
は
歴
史
と
と
も
に
人
を
介
し
て

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
で
す
が
、
能

楽
部
の
練
習
も
先
輩
か
ら
後
輩
に
伝
え
て
い

く
様
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
上

位
年
次
生
に
な
る
と
ず
い
ぶ
ん
指
導
力
が
身

に
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
年
配
の
方
と
接
す
る

こ
と
も
多
い
こ
の
世
界
で
は
、
視
野
が
ぐ
ん

と
広
が
り
、
礼
儀
作
法
が
身
に
つ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
歴
史
上
の
人
物
を
表
現
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ゆ
か
り
の
地
に
足
を
運
ん
だ

り
、
本
を
読
ん
で
意
識
的
に
情
感
を
感
じ
る

う
ち
に
日
本
の
良
さ
に
気
付
き
、
心
が
豊
か

に
も
な
り
ま
し
た
。

能
楽
の
題
材
は
、
歴
史
上
の
で
き
ご
と
か

ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
曲
目
『
船
弁
慶
』
は
、
源
平
合

戦
後
、
都
落
ち
し
た
義
経
と
弁
慶
が
、
そ
の

道
中
の
船
上
で
平
家
の
悪
霊
に
襲
わ
れ
る
と

い
う
内
容
で
す
が
、
約
一
時
間
弱
の
舞
台
が

終
わ
る
と
、
謡
手
が
へ
と
へ
と
に
な
る
ほ
ど

の
力
強
さ
が
あ
り
、
能
楽
と
聞
い
て
抱
か
れ

が
ち
な
静
か
で
優
雅
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹

の
臨
場
感
が
あ
り
ま
す
。
能
楽
は
古
く
さ
い

と
い
っ
た
印
象
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
歴
史

が
テ
ー
マ
の
和
風
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
観

て
も
ら
う
と
、
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
。

十
二
月
十
一
日
に
は
今

年
で
三
十
七
回
目
と
な
る

関
大
能
が
あ
り
ま
す
。
伝

統
芸
能
の
担
い
手
と
し
て
、

多
く
の
人
に
能
楽
を
通
し
、

日
本
の
美
し
さ
、
力
強
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

法
学
部
三
年
次
生

谷
本
　
正
満

私
が
邦
楽
部
員
だ
と
知
人

に
言
う
と
、
ギ
タ
ー
や
ド
ラ

ム
と
い
っ
た
バ
ン
ド
を
組
む

な
ら
ま
だ
し
も
、
な
ぜ
い
ま
さ
ら
三
味
線
な
の
か
と

よ
く
質
問
さ
れ
ま
す
。
私
の
場
合
、
母
の
実
家
が
三

味
線
屋
で
あ
る
も
の
の
弾
く
機
会
が
な
く
、
大
学
に

入
っ
て
邦
楽
部
の
存
在
を
知
り
、
本
格
的
に
三
味
線

を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
私
自
身
、
三
味
線
屋

の
孫
で
あ
り
な
が
ら
邦
楽
を
ま
と
も
に
聴
い
た
こ
と

す
ら
な
く
、
三
味
線
は
お
年
寄
り
の
楽
器
と
い
う
印

象
が
あ
り
ま
し
た
。

三
味
線
を
演
奏
す
る
と
、
伝
統
芸
能
の
奥
深
さ

を
感
じ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
逆
に
現
代
音
楽

に
慣
れ
て
い
る
私
に
は
新
鮮
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
型
を
重
ん
じ
る
三
味
線
の
演
奏
で
は
自
分

の
個
性
を
出
す
に
も
、
ま
ず
は
一
回
、
型
を
覚
え
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
歴
史
を
重
ね
る
な
か
で
、
し

っ
か
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
邦
楽
は
、
私
の
感
覚
か
ら

は
思
い
も
つ
か
な
い
よ
う
な
概
念
が
あ
り
、
音
楽
と

し
て
の
意
外
性
に
驚
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歌
舞
伎
か
ら
派
生
し
た
長
唄
を
は
じ
め
、

邦
楽
に
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
曲
に
物
語
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
現
代
の
歌
謡
曲
の
世
代
に
は
、
難
し
く

て
退
屈
と
い
っ
た
印
象
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
尺

八
や
琴
は
川
の
さ
ざ

な
み
を
表
現

し
て
い
た
り

と
、
か
つ
て

の
日
本
人
の

心
を
動
か
し

た
風
景
や
日

本
特
有
の
人

情
を
唄
っ
て

い
ま
す
。

身
近
で
人

間
味
の
あ
る

独
特
の
世
界

観
に
、
初
め

て
邦
楽
を
聴

く
人
を
い
か

に
引
き
込
ん

で
、
お
も
し

ろ
さ
に
気
付

い
て
も
ら
え

る
よ
う
に
で

き
る
か
、
人

に
何
か
を
伝

え
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
す
が
、

す
ご
く
お
も
し
ろ
い

で
す
。

立
ち
位
置
か
ら
座
り
位
置
、
照
明
の
明
る
さ
、
衣

装
や
化
粧
に
も
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
配
っ
て
、

一
枚
の
絵
に
な
る
よ
う
に
、
観
て
も
楽
し
く
、
聴
い

て
も
楽
し
い
、
そ
ん
な
感
動
を
観
客
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
が
最
大
の
目
標
で
す
。

社
会
学
部
三
年
次
生

神
野
　
　
学

無心に作品を書き、書家の心を知る

音楽としての意外性に驚き

能
楽
部

邦
楽
部

茶
道
部

茶道 お茶を通じ、心を無にする精神修行

日本の美しさ、力強さ、素晴らしさを伝えたい

題字：書道部
部長 秦 良太

書
道
部
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味
覚
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、
読
書
の
秋
、
芸
術
の

秋
。
そ
う
言
わ
れ
る
と
普
段

と
は
違
う
何
か
特
別
な
こ
と

を
す
る
季
節
の
よ
う
に
も
聞

こ
え
る
が
、
そ
う
で
あ
ろ
う

か
。
豊
か
な
自
然
が
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
日
本
の
秋
は
、

五
感
が
研
ぎ
す
ま
さ
れ
る
季

節
で
あ
る
。
季
節
の
味
覚
や

自
然
の
彩
り
に
接
し
、
繊
細

な
五
感
を
ゆ
っ
く
り
と
呼
び

覚
ま
す
。
そ
し
て
、
時
代
を

超
え
て
受
け
継
が
れ
た
文
化

や
芸
術
に
目
を
向
け
る
。
秋

は
わ
れ
わ
れ
に
五
感
の
細
や

か
さ
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
る
。

大
学
に
は
普
段
の
授
業
の

他
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
機

会
が
あ
る
。
課
外
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
海
外
語
学
セ
ミ
ナ

ー
、
さ
ら
に
学
生
諸
君
自
ら

地
域
に
貢
献
し
教
え
る
こ
と

を
通
し
て
学
ぶ
活
動
な
ど
。

本
号
の
多
彩
な
記
事
か
ら
、

新
た
な
学
び
の
き
っ
か
け
を

つ
か
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
（
堀

雅
洋
）

�編集後記�

喜
多

千
草
（
き
た
・
ち

ぐ
さ
）
助
教
授

「
情
報
社
会
論
」「
制
作
実

習
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）」「
メ

デ
ィ
ア
法
制
と
倫
理
」
担

当
。
近
著
に
『
起
源
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』（
青
土

社
）。
歴
史
研
究
が
専
門
の

た
め
既
に
研
究
室
は
資
料

で
い
っ
ぱ
い
。
数
年
後
が

怖
い
。
た
ま
ご
型
の
モ
ノ

を
集
め
て
い
る
。
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